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（司会） 　第２部からは、各大学の取り組みについてご報告をいただきます。最初は関西学
院宗教総主事・関西学院大学教育学部教授の田淵結先生でございます。宜しくお願
いいたします。

関西学院における理念の継承のありかた
【報告１】

　ご紹介いただきました、関西学院大学の
田淵でございます。今日はどうぞ宜しくお
願いいたします。最初に若干、お断りとお
詫びを申し上げます。少しスライドに追加
がございます。出来の悪い学生が再提出を
するような話ですが、ちょっと最初は、こ
ちらのほうを御覧いただければと存じま
す。
　最初に大学の紹介をさせていただきま
す。関西学院大学は、大雑把な言い方をし
ますと、現在３つのキャンパスに11の学部
を持つ、23,000人くらいの学生さんがお集
まりになっている学校です。創立は1889年
（明治22年）で、その時はまだ大学ではご
ざいませんでしたけれども、現在は神学部
から理工学部まで数多い学部・キャンパス
を有しております。
　それで、お手元のレジュメには入ってお
りませんけれども、ここで少し、寄付行為
等からご説明させていただきます。寄付行
為の最初で、「この法人は教育基本法及び
学校教育法に従いキリスト教主義に基づい
て教育を施す」ことが目的となっておりま
す。また、大学の学則の第１条も、「本大
学は、学校教育法及び教育基本法の規定す

るところに従い、広く知識を授けるととも
に深く専門の学芸を教授研究し、キリスト
教主義に基づいて人格を陶冶することを目
的とする」とありますね。どちらにも「キ
リスト教主義」ということが宣言をされて
おります。
　ただ、そこで考えさせられますのは、そ
の「キリスト教主義に基づく人格の陶冶」
ですとか、「キリスト教主義に基づく教育」
ということと、教学・研究とが、一体どう
いう関係があるかということが、これでは
あまり、はっきりしないと思います。
　結局は、「人格の陶冶」というあの言葉
が最後に来るのですが、それを目的とする
ということで言いますと、つまり関西学院
の教育は、所謂教養課程・専門課程を積
み上げて、専門性の高い学生を輩出すると
いうことと同時に、「人格の陶冶」という
ことを大きな土俵にして、その上に専門教
育を置くのだと。ですから、全体が教養教
育となる。それは、先程も話にありました
ように、科目等がたくさん並んでおります
けれども、むしろ人格形成・人間形成みた
いなところを大きなポイントにして行くの
で、まあキリスト教主義というのはそこに

田淵　結氏（関西学院大学　教育学部教授・関西学院宗教総主事）
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関わると言えます。
　ただし、ここで「キリスト教主義

4 4

」とい
う言葉がありますが、ここは、厳密に申し
上げますと、キリスト教の「信仰

4 4

」という
ことではございません。キリスト教の持っ
ております人間観・価値観とか、そういう
ものに基づいた人間性を育むということ
が、この場合言われております。

　さて、関西学院は、昨年2014年の９月に
125周年を迎え、この間おいでいただいた
方もあるかも知れませんが、その式典を催
させていただきました。それを中心にした
前後10年間で関西学院の在り方をもう一度
確定しようということで、2009年からの取
り組みとして、まず「21世紀ミッションス
テートメント」を策定する。それからガバ
ナンスの改革を行う。これは、教学と経営、
理事長・学長というところを一体化する方
向性を打ち出すといったことです。それか
ら、グローバル化ということを具体的な形
で進めて行くということで、昨年関西学院
大学はSGU（Super Global University）と
してお認めいただきました。また、関西
学院は高校が二つあるのですけれども、関
西学院高等部はSGH（Super Global High 
School）の取り組みが現在進んでおりま
す。更に、今から６年前に合併になりまし
た千里国際という学校がありまして、ここ
は、インターナショナルスクールと一緒
にやっている学校ですけれども、そこで
はIB―IBDP（IB Diploma Programme）
を進めております【スライド２】。
　そして、これら全部を、ミッションス
テートメントに基づいて組み立てようとい
うことで、現在のGrubel院長を中心とし

てミッションステートメントの起草が行わ
れております【スライド３】。ここにその
文章がございますけれども、ここでも「キ
リスト教主義に基づく」という言葉と、”
Mastery for Service”という言葉と、「世
界市民」という言葉ですね。
　先程の基調講演でも、こうした理念とい
うものは「どこでも一緒やろ」というよう
な―すみません、私すぐ関西弁が出てし
まうんですが―「どこでも同じではない
か」ということがよく言われるのですけれ
ども、やはり、関西学院らしいキーワード
は入れましょうということで、少し長く
なってしまいました。
　この中で関西学院が果たすべき「ミッ
ション」を伝えるということなのですが、
実は関西学院125年の中でも、ミッション
という言葉には大きな変化がございます
【スライド４】。最初は「ミッションスクー
ル」というふうに申しておりましたから、
これはどちらかというとキリスト教の伝道
とか布教とか、そういうことをメインにし
て創られた学校というイメージがございま
した。先程申し上げましたように、当初は
神学部、キリスト教の教職者養成のコース
と、普通学部―これは中学部で、現在の
中学部と高等部の間くらいでしょうか―
そこで人格教育ということが行われるわけ
で、どちらかというと布教活動・伝道活動
がメインということがありました。
　ところが、文部省の認定を受けて学校と
しての歩みを続けて行きます中で、当時
のベーツという院長は、もはや“Mission 
School” ではないと。“School with the 
Mission”だ、というふうに言います。学
校としてのミッションを持っていますと。
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そこで、キリスト教の「主義」ということ
が改めて注目され、やはり教育というもの
を前面に出した上で、それを支えるキリス
ト教の理解である、というかたちになって
まいります。
　そこで、まず、ミッションステートメン
トのキーワードの一つ目である“principles 
of Christianity”、これは学院が創られまし
た1889年に最初に創られた「学院憲法」に
―本来英文で書かれたものを日本語に訳
したのですけれども―「キリスト教の主
義により、日本の青年子女を教育する」と
いうふうに書かれております。キリスト教
の「主義」、キリスト教の信仰とか精神で
はなく、「主義」というところが重要です。
英語では“principle”、小文字の“principle”
です。
　ここでいう「主義（principle）」という
のは、何かひとつ「これだ」というのでは
なくてですね、キリスト教が持っている、
色々な価値観というものを広く捉えて、そ
の全体の中で教育を行うということです。
それが「キリスト教主義（principles of 
Christianity）」である、ということなので
す。
　次にキーワードの二つ目である「世界市
民」ですが、これは創始者であるアメリカ
人の宣教師ランバスにちなむ言葉です。
　このランバスという人は、関西学院に留
まったのは最初の設立の準備期間を除くと
５、６年という非常に短い期間で、すぐに
アメリカに行ってしまいます。その後、彼
はオーストラリアと南極を除く世界の大陸
で様々な活動をいたしました。そういう、
世界的に活躍するということを評価して、
ランバスのことを「世界市民」と呼んで、

記念されているわけです。
　その言葉を私たちは取り入れまして、関
西学院を卒業して世界中で活躍できる人材
を育成したい、という願いを込めておりま
す。ただし、それは何も、各地にどんどん
出かけて行く人たちというだけではなく
て、自分の場所、日本の場所に留まりなが
らも、そういう視野を持って活躍できるよ
うな視野を持っていることを含めて、「世
界市民」と呼んでおります。
　以上が、最初の院長ランバスを記念する、
「キリスト教主義」と「世界市民」です。
　そして、三つ目、“Mastery for Service”
というのは何かと申しますと、これは第四
代院長のベーツという、カナダ人の宣教師
で、1910年以降関西学院に関わって参りま
した方が提唱したものです。
　なぜカナダ人宣教師がアメリカ人の創っ
た学校に一緒になって来たかと言います
と、これは1899年（明治32年）の「訓令第
十二号」の影響がかなり大きゅうございま
した。その中で、実は関西学院に大きな議
論がございまして、所謂学校、つまり文部
省の認定する学校としてやって行くか、あ
るいはキリスト教を中心とした私塾として
行くのかという大きな議論があったのです
が、その時にベーツは、やはり教育機関と
して、社会の要請に応える教育を行える学
校として位置づけるべきだと主張したので
す。
　関西学院の歴史には、非常に面白い特
徴がございまして、40年単位で動きます。
1889年に学校ができました。最初の20年
で「訓令」を前にして様々な大きな議論が
ありました。その次の20年で学校としての
位置づけがはっきりいたしましたので、要
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するに最初の20年は小さな私塾であったの
が、次の20年で、当時の専門学校令による
専門学校、それから高等学部、そして1929
年、その当時は最初神戸にあった学校を西
宮に移して大学を作ると。最初の20年で私
塾だったのが、あとの20年で大学まで作っ
たわけです。これは、まあ大学令の動きも
あったのですが。
　そして、そのトータル40年、最初の40年
で、関西学院の様々な基礎が築かれたと、
いうふうになっております。
　というわけで、その第四代院長のベーツ
が提唱したスクールモットーが、“Mastery 
for Service”です。先程申しましたように、
「訓令第十二号」の危機からの転換を象徴
するスクールモットーであり、つまり学校
としての歩みへ踏み出したものです。
　ベーツは凄く面白い人でして、この間、
学院の中でそのお話をしたら、前の院長か
ら、ちょっとご注意をいただいたのですけ
れども―「君はあまり物事を単純化しす
ぎる」と言われたのですけれども、どうも
アメリカ人の宣教師は、どちらかというと、
キリスト教的な立場でも保守的になるんだ
と。それに対して、カナダ人の宣教師は結
構進歩的といいますか、リベラルであった
なと感じたものですから、アメリカ人の保
守性と、カナダ人の合理性みたいなことを
話しましたら、「それは君、単純化しすぎ
だよ」と叱られたわけですが、ただ、結果
としてそう見えるところはあります。
　ベーツがいた当時、学校はまだ神戸に
ありました。神戸は当時の日本最大の貿
易港です。そこで、関西学院に学ぶ学生た
ちのためにビジネススクールを作ったので
すね。それまでは神学校だったのが、ビジ

ネススクールを作ることによって、学校は
大きく発展するわけですけれども、その時
の高等学部商科、高等商業で学んだ学生
達のモットーとして与えたのが―それが
現在の関西学院全体のモットーになって
いるわけですけれども―“Mastery for 
Service”という言葉であったというわけ
です。
　これは何が面白いかと言うと、ぱっと見、
キリスト教的な匂いがあまりない。ですか
ら、現在私たちの職員の間でも、「私はキ
リスト教はよく分からない」とか、あるい
は「好きになれない」という人でも、「け
れども“Mastery for Service”は好きだ」
という人は多いですね。今「ぱっと見」と
言いましたのは、一見して、割と誰にでも
受け入れられるモットーだからです。しか
し、これをキリスト教の世界に戻して考え
ると、非常にキリスト教的な発想になるわ
けですね。
　なお、今日は本学のパンフレット『輝く
自由　関西学院　その精神と理想』も資料
としてお配りしております。ちょっと100
部しかお持ちできませんでしたので、もし
足りませんでしたら、仰っていただければ
また後ほどお届けいたします。この中には、
先程申し上げましたランバスやベーツのこ
と、私たちがミッションステートメントを
掲げました背景などが記してございますの
で、ご参照いただければと思います。

　さて、関西学院は、そういう意味では、
はっきりと「キリスト教主義」という言葉
があり、また”Mastery for Service”とい
う言葉が掲げられ、それらが建学の理念あ
るいは精神として、スクールモットーとし
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て定着しておりますので、そういう意味で
は、これをどう伝えるか、と言うことが、
私たちにも課題として与えられているわけ
ですね。
　そこで、先程申し上げました10年計画の
中でそのことを考えました時に、これを私
たちが言う教養教育の、ひとつの大きなコ
アといいますか、大きなテーマとして展開
する。もちろんそれ以外にも、他の一般的
な教養と言われるような科目もたくさんご
ざいますけれども、そういうものを含めて
やって行こうと考えております。
　そのために三つの段階を考えまして【ス
ライド５】、第一段階は、いったい私たち
のスクールモットー、建学の精神は何だろ
うということについて、再確認をするとい
うことですね。その発信のために、先程ご
紹介しましたこのパンフレット、『輝く自
由』を編集して、たくさんの方にお配りす
ることをいたしました。大体５万部くらい
作って、入学者・保護者の方にみんな配布
しました。教職員にも配る、同窓会にも持っ
て行く。関西学院はこういうような学校で
すということをお知らせする、ということ
をいたしました。
　そして、それを大体３年乃至４年続けま
して、一昨年前くらいから、第二段階とし
て、それをどう理解するか、また具体的な
プログラムとしてどう展開するかというこ
とで、最初の基礎理解から、少し発展形に
して参ります。
　まず自校教育プログラムですね。IRと
一部言って宜しいんでしょうか、活用して
自校教育を行う。それから、先程申し上
げましたように、関西学院はキリスト教主
義によって125年前に設立されましたから、

聖書とかキリスト教を教えるのは当然なの
ですけれども、それを何か教義的な、キリ
スト教プロパーの科目ではなくて、自校教
育として位置づけましょう、ということで
す。ですから、自校教育の中で「関西学院
の拠って立つものはなにか」ということ、
大きなテーマで言いますと「関学とは何か」
を語るキリスト教育ということになってお
ります。
　それから、チャペルというのは、これは
「礼拝」というふうにも言うのですが、「礼
拝」といいますと、「私はクリスチャンじゃ
ないから」とか、「私は違うから」とか仰
る方もおられますし、またグローバルを号
しますと、必ず多宗教、あるいは他宗教の
立場の方もおられますから、これは、キリ
スト教というのを押しつけるという意味で
はないのだということで、チャペルと言っ
ております。
　まあ「チャペルと言い換えたところで同
じじゃないか」と言われればそうなのです
けれども、そういうことがありますので、
「礼拝」というふうにはなかなか申しませ
ん。「チャペル」というふうにして、出来
るだけ抵抗を少なくして学生さんに来てい
ただく、ということをお願いしております。
　そして、最後は、これはまさに、ドンピ
シャで「関学学」というふうに言いまして、
「キリスト教学」は必修科目、「関学学」は
選択科目ですけれども、全学共通で、二つ
のキャンパスをターゲットにして、学生さ
んに、関西学院の歴史等を学んでいただき
ながら、関西学院がどういう学校かという
のを、そちらから勉強するということをし
ております。
　こういうことを踏まえた上で、来年く
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らいから第三段階の実践型プログラムを
作って行こうと考えております。どうい
うことかと言いますと、「関西学院で学
ぶということは、具体的にどういう人間
を作るのか」「どういう人間になれるの
か」ということを、学生たちに体現させ
るプログラムとして、KG-LEMSというも
のを開発中です。これはKwansei Gakuin 
Leadership Embodying“Mastery for 
Service”Programで、ちょっと長いですが、
それを約めてKGLEMSということになり
ます。関西学院を出た人が、様々な形でリー
ダーシップを発揮する時に、その関西学院
らしい在りよう、“Mastery for Service”
ということを考えるリーダーシップを作ろ
うということで、これを手始めに大学から、
そして先程言いましたように、社会・世界
に及ぼして行く教育を展開したいと考え
て、現在、カリキュラムを構成中でありま
す。
　詳細を次のスライドに示しましたが【ス
ライド６】、先程話しましたからこの辺は
簡単にいたしますけれども、「キリスト教
学」は、初年次教育科目として必修（２学
期間４単位）、これは割と大講義型の授業
になっておりますので、どこまで聴いても
らえるかというのは判りませんけれども、
学院のキリスト教「主義」の基礎理解を、
全員にお話しするということです。
　それと「チャペル・アワー」を併せまして、
全体で建学の精神を理解するということに
なります。一応、年４回、全学の学生を集
めて特別プログラムをするのですが、大体
１年生だけでも5000人おりますし、その上
キャンパスが３つありますので、実のとこ
ろ、物理的にはかなり無理があるのが正直

なところです。5000人を集める場所があ
りませんので、やるときは1500人くらいの
ホールに一杯くらいで、まあたくさん来た
なというくらいですから、その辺がちょっ
と、現在の課題となっております。
　それから「関学学」は、スライドに少し
レジュメを―小さいサイズで申し訳あり
ませんが、簡単なものを、シラバス的なも
のを紹介しますが【スライド７】、125年の
歴史の中で、大きなトピックとなったこと。
たとえば、ミッションスクールとしての成
り立ち。それからスクール・オブ・ミッショ
ンとしての展開。それから戦時中のこと、
大学紛争のこと、現在の関西学院の課題
等々、学長・院長含めてですね、担当者が
講義をするということになっております。
　それから、先程の基調講演の中で、勉強
するだけでも時間がないじゃないかという
お話がございました。ですが、関西学院は
その教養教育を、人間教育として行う。で
すから、どうしても教室の中での座学とい
うことだけではなくて、様々な学生達の自
主的な活動ということを奨励して参りまし
た。
　それが非常にはっきりしましたのが、
1995年の、今年はちょうど20年目になりま
すけれども、阪神淡路大震災でありまして、
関西学院も被災校になりました。15名の学
生さん達の命を失いましたし、現職の教員
の方、職員の方、それからOBの方、たく
さんの方々と、私たちはお別れしなければ
ならなかったということがございました。
１月17日ですね。
　そのことを含めて、関西学院の中で、自
主的にボランティア活動が組織されて行き
ました。これは主に学生達が集まってきて
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やろうというところに、教員も協同して一
緒にやったわけですけれども、そのときに
合い言葉になりましたのが、「今こそあな
たのMastery for Serviceを」という言葉
で、これがバンと掲げられました。ところ
が、この言葉を誰が書いたか判らない。誰
かが書いたんです。誰かが書いたのですけ
れども、その人が誰なのか、今判らないん
です。けれども、こういう言葉の中に、例
えばボランティア学生が集まって、避難所
のお世話をするとか、子供相手に遊ぶとか、
キャンプするとか、色々なことをやりまし
てですね、危機的な状況を克服したという
ことですね。ですから「こういうものを通
して、私たち社会にサービスする。社会に
奉仕をするということの主体となって行く
んだ」ということを、彼らが自分で学んで
行っているのですね。
　こういうことを踏まえた教育を、今、展
開しております。来年くらいから、大学の
ボランティアセンターもきちんと改組し
て、その辺の見直しをやろうということに
なっております。
　また、先程お話しましたKG-LEMSです
けれども、リーダーシップ感覚を育てる
という時に、関西学院ならでのリーダー
シップがあると。よく最近は、Servant 
Leadershipという言葉がありまして、ま
あこの通りなんですけれども、私たちも
“Mastery for Service”ですから、仕える
人としてリーダーシップを取る。サービス
をする人としてリーダーシップを取る。だ
けど、Servant Leadershipという一般化さ
れた言葉に対して、もう少し、我々の独自
性を込めてはどうか、ということですね。
そういうことで、KG-LEMSを展開して行

こうというふうに思っております。
　 そ の 中 で、 特 にServant Leadership
の中で我々が注目しておりますのは、
Authentic Leaderという発想で、自分に
対する認識だったり、モラルであったり、
それから、現代に要請される情報処理能力、
コミュニケーション能力だったり、様々な
もの、それから自己の透明性ですね、アカ
ウンタビリティをしっかり有しているか、
というようなことも、そういう教育の中で
養成して行く、つまり人間教育をこれらの
中でするわけです。
　そこで、実は先程の、座学中心ではない
ということを申しましたけれども、こうい
う活動から、また新たな、私たちの学科が
生まれて来ています。ボランティアもそう
ですし、KG-LEMSもですね、できるだけ、
大学の科目として設定できるくらいの内容
まで深めて行きたいと思っております。
　そういう意味で、アクティブ・ラーニン
グにしてもこちらからやらせるのでなく、
学生さんからやって来るのを、こちらが受
け止めるというふうな形でやって行きたい
と考えております。
　それからもう一つ、こういうことを言う
と、ますます勉強してないように見えてく
るかも知れませんけれども、教室以外の活
動ということですね【スライド９】。応援
団だったり、体育会だったりと。彼等は最
後にですね、勝っても負けても校歌を歌い
ます。北原白秋・山田耕筰両先生が作られ
た校歌ですけれども、我々教育の理念とい
うことが含まれております。そういうこと
もあります。

　昨年９月、関西学院は創立125周年を迎
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えさせていただきました。そのことをお知
らせするポスターが三つあります。朝昼晩
それぞれのキャンパスの写真を使用してお
りますが、なぜ創立者の写真がないんだろ
うか、と思われるかも知れません。なぜ創
立者の写真がなくてキャンパスの写真なん
だろうか。しかも、このキャンパスは、関
西学院が大学になるという時、西宮に移っ
てきた時に、つまり1929年に出来たキャン
パスですから、85年くらいしか歴史のない
キャンパスをなぜ写真にするのか。それが
当初、私には疑問でした。むしろ、もっと
創立者を前に出してですね、建学の理念を
もっと堂々と前に出せばよいのに、キャン
パスのイメージで作っているのですから、
疑問だったわけです。
　けれどもですね、このキャンパスそのも
のが、我々の建学の理念を語っているのだ
と、その理念を体現したキャンパスなんだ
ということを、恐らく、広報室は正面から
受け止めたんだろうと思います。
　どういうことかと言いますと、このキャ
ンパスはウィリアム・メレル・ヴォーリズ

によって、1929年に作られたわけですが、
そのキャンパスの中に込められたデザイン
に、「キリスト教主義教育のキャンパスの
形はこういうものである」ということが込
められている【スライド12】。ロケーショ
ンには直線構造で表したり、総合学院とし
て各校舎の配置があったり―つまり、学
生達はここで過ごす時間の中で、この学校
はどういう学校かという事を体得して行く
のです。そういう意味では、生活感覚の
内に学生に浸透できるキャンパスを与えら
れているということは、私たちが非常に感
謝するところであります。ですから、皆さ
んどうぞ関西学院においでいただいてです
ね、実感していただければと思います。
　教養教育の捉え方という本日の趣旨とは
少しずれているかもしれませんけれども、
まあ私たち関西学院大学では、寄付行為、
また学則から、私たちの人間教育全般を「教
育力」と捉えて、こういう展開をしており
ますという一例を紹介いたしました次第で
す。これでお許しをいただきたいと思いま
す。どうもありがとうございました。（拍手）
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